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ＴＣＣ ２９年度活動報告 第１６２回１２－４（続き）

６月８日 午前９時３０分 武藤染工・小池工場見学

午前１０時４５分 武藤染工・本社工場見学

始めに小池工場にて、武藤真和社長から、浴衣地の染色方法の説明を受

けると供に、工場を案内してもらいました。

小池工場では、型によるスクリーンプリント（浴衣、風呂敷など量産に

向いた方式）の説明がありました。

写真５－１ スクリーンプリントの型を説明する武藤社長

写真５－２ 写真５－３ 写真５－４

スクリーンプリントの手順を、工程毎に機械を説明してくれましたが、

失礼な話ですがあまり頭に入っていません。
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業務用浴衣は安く大量生産する為に、ロータリースクリーンで顔料を用

いた製造方法ということでした。従って、経時劣化による脱色（表面が白

く剝げてくる）は避けられないという話でした。

また、染色は反応性染料が多く用いられています。従って、洗濯は中性

に近い洗剤を用い、水で洗ってください説明しています。さらに、多色の

製品になると、染色堅牢度１～２の染料も用いますので、多色の製品には

色の弱い製品が多くなります。

前日、購入した「魚河岸シャツ」には、以下のような洗濯の注意書きが

入っていました。

写真５－５ 魚河岸シャツの洗濯の注意書き

２階では、手捺染による浴衣が作られていました。これは、右見頃、左

見頃、袖と続柄を型で染めていく方法で、最も手間の掛かり、踊りの浴衣

のようなものに用いられる方法だと説明を受けました。

２人一組になって、型を所定の位置に置き、染料を擦り込んでいました。

染料の定着のため布地の下を５０℃に保っているので、作業は過酷になる

との話でした。

作業に合わせ時間を調整して、型を置いて染めている作業をするところ

を写真に撮ることが出来ました。（写真５－６，７，８）



- 3 -

写真５－６ 写真５－７ 写真５－８

午前１１時、本社工場に移動、郷土工芸品の指定を受けている『注染』

を見学しました。作られるものは、浴衣、魚河岸シャツ、のぼり、風呂敷、

手ぬぐい等多岐にわたっている、というお話しです.
注染とは、反物を屏風織りにして重ね、最初に染色しない部分に糊を置

きます（ネガを作る理屈）。写真５－９、５－ 10
次に、染めの色が異なる境に糊を置きます。これを染色（糊を置いた内

側に、色と希釈水を注ぎ、ぼかしを入れながら染色、下からバキューム）

します。写真５－ 11。このため両面を染めることになり、柄が折り返し毎
に反転して染まります。

写真５－９ 写真５－ 10 写真５－ 11
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写真５－ 12 写真５－ 13 写真５－１４

最後にいろいろ質疑がなされました。その中でも、洗濯の注意事項、製

品の経時変化について度々お話しが出ました。実際洗濯をするに際しては、

変化の度合いを気にしない方が多いのですが、やはり中にはクレームを言

われる方もおられるのでといわれました。


